
男女間のトラブル（浮気・不倫問題の例） 

（申立の趣旨） *申立用紙「申立の趣旨」の 4 番に記載します。 

４ その他（具体的に） 

(1) 相手方は、申立人に対し、申立人の夫との不倫関係を謝罪する。 

(2) 相手方は、申立人の夫と、今後一切接触しない。 

(3) 相手方は、申立人に対し、相当額の慰謝料を支払う。 

とのあっせんを求めます。 

（申立の理由） *具体的に記載して下さい。 

《当事者の関係》 

私（○歳）と夫（△歳）は、平成●●年●月●日に結婚しました。子供はおりません。 

相手方（□歳）は、夫の昔の職場（××社）の同僚で、二人は、最近まで約３年間、不倫関係にあっ

たようです。 

なお、相手方と夫は、私が夫と付き合い始める前（平成▲年頃）に、一時交際していたようです。 

《不倫関係の発覚》 

 今からちょうど１年位前の、平成○○年○月頃から、夫の帰宅が遅くなることが急に増え始めました。

もともとお酒を飲まない人なので、付き合いで遅くなることはそれまで殆どありませんでした。本人は、

残業が増えたなどと言っていましたが、給与明細を見ても、残業日数には以前と変わりがなく、不審に

思っていました。 

 それから数ヶ月経ったある日、夫から私に届いたメールを見ると、明らかに私とは違う女性を旅行に

誘う内容でした。このことを夫に問いつめたところ、初めは言い訳をしていましたが、ついに相手方と

交際している事実を認めました。 

 以前付き合っていた相手方からの誘いを断り切れず、私との結婚後に、よりを戻したとのことで、と

てもショックでした。 

《相手方とのやりとり》 

 夫から不倫のことを聞いた私は、夫の携帯電話を調べ、すぐに、相手方に電話をかけました。ですが、

直接話をしても、お互いに興奮してしまって、一向に話し合いになりません。相手方も、自分のことを

棚に上げ、夫を取られる私が悪いかのような口振りで、全く反省の様子がうかがえませんでした。 

 私も夫も、社会的立場のある人間ですので、こういった話を裁判など表沙汰にすることは望んでいま

せん。 

 しかし、相手方の態度を見ても、このまま放っておくことなどできません。 

《相手方に求めること》 

私と夫の結婚生活を台無しにした相手方を、許すことなどできませんが、それでも、誠心誠意、心の

こもった謝罪をしてもらいたいです。 

また、今後、二度と夫と連絡を取って欲しくありません。 

そして、私の精神的苦痛に対し、最大限の賠償をして、罪を償って欲しいと思います。 

《添付資料》 

相手方の戸籍謄本、メールの写しなど 
 


